
今後のスケジュール
・100周年記念ロゴマークを募集し、ただいま選定中です。発表は2018年11月を予定しています。
・2019年2月15日（学園創立記念日）、学園ホームページに100周年記念サイトを開設予定です。
・創立100周年の記念行事や記念募金を計画しています。

第52回 

桐華祭 ぜひ、お越しください。開催のお知らせ

10/27土10：00〜17：00
28日10：00〜16：00

2018年

　十文字学園は、1922（大正11）年に東京の巣鴨の
地に設立され、2022年に創立100周年を迎えます。創
立者である十文字こと先生は、「教育を受けたいと
思う女性がひとりでも多く学べる私立学校をつくり
たい」という強い願いのもと、東京女子高等師範学
校時代の友人とともに十文字学園を設立しました。
　十文字学園では、この記念すべき節目にさらなる
一歩を踏み出すため、この100周年を次の100年への
結節点としてとらえ、「これまでの100年が、これか
らの100年を創る」というコンセプトを掲げ準備を
進めています。
　そしてこの機会に十文字学園創立の理念や業績を
振り返ることで、「世の中にたちてかひある人」の
育成という今後100年においても変わらぬ学園の使
命を再確認し、それを広く社会と共有したいと考え
ています。女性が生き生きと活躍する時代の実現に、
学園を挙げて邁進していきます。

（100周年プロジェクト事務局）

編
集
後
記

　
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
第
47
号
の
J
u
m

o
n
j
i
　
P
r
e
s
s
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
暑
い
暑
い
夏
の
一
日
、
汗
を
輝
か
せ
な
が
ら
笑
顔

で
踊
る
学
生
た
ち
の
姿
が
、
今
号
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

保
護
者
の
方
々
、
志
村
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職

員
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
地
域
に
育
て
ら
れ
な
が
ら
、
様
々
な
挑
戦

を
し
て
い
ま
す
。
あ
た
た
か
い
ご
協
力
、
ご
支
援
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部 

部
長
　
三
輪 

奈
央

　
在
校
生
や
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
“
今
”
を
、

多
く
の
人
に
伝
え
る
架
け
橋
に
な
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部
部
員
一
同
、
こ
れ
か
ら

も
大
学
の
こ
と
を
発
信
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Jumonji Press 　No.47
2018年10月5日発行

「Jumonji Press」へのご意見・ご要望は、kohoka@jumonji-u.ac.jpまで。

十文字学園は2022年に創立100周年を迎えます

2018年3月、6号棟1階に調理
学実習室が 完成しました。教
員の手元を映し出す大型モニ
ターや、360度撮影可能なカメ
ラを天井に備えるなど、視聴覚
設備が充実しています。最新式
の調理台は、木目調と人工大理
石を組み合わせたもので、落ち
着いた雰囲気の中、衛生管理に
も配慮した清潔な環境で実習
を行っています。表紙に登場し
ているのは、「基礎調理学実習
Ⅰ」を履修する健康栄養学科の
1年生です。

表紙の写真
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子、蛭川 美佳子 
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これまでの100年が、これからの100年を創る

学園100周年プロジェクト
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一
か
け　

二
か
け　

三
か
け
て　

四
か
け
た
踊
り
は
止
め
ら

れ
ぬ　

五
か
け　

六
か
け　

七
か
け
て　

八
っ
ぱ
り
踊
り
は
止

め
ら
れ
ぬ

　

ア
、
ヤ
ッ
ト
サ
ー　

ア
、
ヤ
ッ
ト
ヤ
ッ
ト

　

最
大
の
連
で
あ
る
新
座
市
役
所
連
の
掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
た

は
る
か
向
こ
う
に
、
十
文
字
カ
ラ
ー
の
ピ
ン
ク
の
法
被
を
着
た
学

生
た
ち
が
、
高た
か

張は
り

提ち
ょ
う

灯ち
ん

を
先
頭
に
笑
顔
で
踊
り
始
め
ま
し
た
。

「
ヤ
ッ
ト
サ
ー　

ア
、
ヤ
ッ
ト
ヤ
ッ
ト　

ア
、
ヤ
ッ
ト
ヤ
ッ
ト　

ヤ
ッ
ト
サ
ー　

ヤ
ッ
ト
サ
ー
」

　

法
被
の
背
中
に
描
か
れ
た
本
学
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

プ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
の
顔
が
、
総
勢
約
8
3
0
人
の
踊
り
の
参
加
者
の

中
で
見
え
隠
れ
し
ま
す
。
踊
り
手
を
先
頭
に
し
た
連
の
後
方
に

は
、
三
味
線
を
筆
頭
に
鉦か
ね

や
笛
、
太
鼓
等
で
編
成
さ
れ
た
鳴
り
物

の
学
生
た
ち
が
続
き
、
阿
波
踊
り
の
2
拍
子
を
奏
で
ま
す
。
笛
の

学
生
が
主
旋
律
を
奏
で
、
大
太
鼓
と
締
太
鼓
が
鉦
に
合
わ
せ
て
軽

快
な
リ
ズ
ム
で
囃は
や

し
立
て
ま
す
。

　

今
年
、「
第
4
回
大
江
戸
新
座
祭
り
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
阿
波
踊
り
に
、
本
学
の
学
生
た
ち
が
「
十
文
字
女
子
大
連
」

と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
を
知

り
、
大
学
生
の
若
い
パ
ワ
ー
で
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
の
が

目
的
で
す
が
、
全
員
阿
波
踊
り
は
未
経
験
。「
踊
り
手
」
と
「
鳴

り
物
」
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、「
新
座
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
」

の
方
た
ち
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
前
期
15

回
の
授
業
で
こ
の
日
の
た
め
に
仕
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
7
月
の
東
日
本
の
気
温
は
連
日
35
℃
を
超
え
、
1
9
4
6

年
の
統
計
開
始
以
降
最
高
と
な
っ
た
炎
暑
。
今
回
学
生
が
挑
戦
し

た
の
は
”男
踊
り
"で
す
が
、
阿
波
踊
り
は
男
踊
り
で
も
艶
っ
ぽ

く
上
品
な
雰
囲
気
で
踊
る
の
が
巧
い
踊
り
手
と
い
わ
れ
ま
す
。
涼

し
い
顔
で
終
始
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
踊
り
奏
で
、
練
習
の
集
大
成
を

披
露
す
る
学
生
た
ち
に
、
沿
道
の
人
た
ち
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

大江戸新座祭りとは
　32年続いた新座阿波踊り大会を引き継
ぎ、2015年から「大江戸新座祭り」として
新座市を盛り上げている夏の風物詩です。

　7月21日、地域文化につ
いて学び、実践するための
授業として「新座快適み
らい 第4回大江戸新座祭
り」に学生が参加。最高気
温が35℃を記録する中、
集まった多くの人たちの前
で、練習の成果を披露し
ました。

第
4
回 

大
江
戸
新
座
祭
り

十
文
字
女
子
大
連
が

増木連で2回目の参加です。職場の先輩たちと週
2回練習をしてきました。練習も楽しかったし、こ
れからも踊り続けようと思います。

衣装を身につけると、
ヨシ! と気合が入ります
人間発達心理学科 2016年卒業
増木工業（株）勤務
藤井 美咲さん

練習で腕も腰も足もパンパンになりま
したが、阿波踊りを教えてくださった
地域の方々との触れ合いは貴重な経験
になりました。授業を通して地域貢献
の意義も学びました。将来は管理栄養
士として地域に役立つ人になり、こうし
た地域活動にも携わっていきたいと思
います。

15分間、腕の上げっぱなしは
つらいけど来年も参加したい
踊り手
食物栄養学科 1年
高橋 里瑳さん

特集魅
せ
た
!

華麗な手さばき足さばきで踊る「十文字女子大連」

めったに経験できない鉦や太鼓などを習え
たこと、技量が上がるにつれてみんながま
とまっていく過程が楽しかったです。将来は
地域に貢献する仕事に就きたいです。卒業
しても、阿波踊りの裏方かサポート役として
参加したいと思います。

鳴り物担当
文芸文化学科 3年
大森 望海さん

リーダーなんて自分には
絶対無理! と思いましたが…

地
域
で
学
ぶ
！ 

鳴り物を担当した学生たち

踊りは夜まで続きました

阿
波
踊
り
に
初
参
加

卒
業
生
も
参
加

後輩たちへのメッセージ 

大学4年間にいろんな経験をしたほうがいいで

すよ!
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大
江
戸
新
座
祭
り
初
参
加
ま
で
の
歩
み

　「踊り手」チームの練習風景。7月に入ってからはそろいのピンクの法
被と白足袋で練習しました。衣装を着ると緊張感が増します。「さあ、み
なさん。もうすぐ本番です。腕は肩より上に!手のひらはきちんと八の字
になっていますか?」。右手と右足を一緒に斜め前に出したら、手のひら
は正面に向ける。足は爪先を前に出す。かかとは内側に、爪先は外側に。
各自が2拍子のリズムを取りながら、足運び、手の振り方を丁寧に一つひ
とつ確認しました。

　「阿波踊りのリズムは腰でとることが肝心です」
「鉦は指揮者の役割。太鼓のリズムが合わない
と踊り手は上手に踊れません」。「新座阿波おど
り振興協会」の方々から男踊りの基本姿勢と足
運び、「鳴り物」の役割を教えていただきました。

大
学
C
O
C
事
業
と
大
江
戸
新
座
祭
り

︱
な
ぜ
本
学
は
授
業
に「
阿
波
踊
り
へ
の
参
加
」を
取
り
入
れ
た
の
か

練習初日
本番間近

　
本
学
で
は
2
0
1
4
年
に
文
部
科

学
省
の
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業

（
C
O
C
事
業
）
の
採
択
を
受
け
た

こ
と
を
契
機
に
、「
新
座
市
を
キ
ャ

ン
パ
ス
に
!
+
（
プ
ラ
ス
）
と
な
る

人
づ
く
り
、
街
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
新
座
市
を
中
心
と
し
た
エ
リ

ア
を
学
外
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の
自

治
体
（
新
座
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
、

和
光
市
、
清
瀬
市
）
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
連
携
し
な
が
ら
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
が
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
を
積
極
的
に
進

め
、
様
々
な
問
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
地
方
創
生
を
担
う
地
域
の

「
知
」
の
拠
点
と
な
り
、
さ
ら
に
は

地
域
に
必
要
な
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
江
戸
新
座
祭
り
へ
の
初

参
加
は
、
授
業
に
地
元
新
座
市
の
祭

り
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
地
域
の
伝

統
を
学
び
、
か
つ
学
生
た
ち
の
パ

ワ
ー
で
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
、
新
座
市
を
キ
ャ

ン
パ
ス
に
、
地
域
で
の
学
び
を
実
践

し
た
も
の
で
す
。

　
授
業
は
前
期
15
回
、
総
合
科
目

「
新
座
の
祭
り
と
ま
ち
お
こ
し
」（
担

当
教
員
：
児
童
教
育
学
科
　
星
野
敦

子
教
授
）
で
行
い
、
4
月
か
ら
45
名

の
学
生
が
履
修
し
ま
し
た
。
全
員
が

阿
波
踊
り
未
経
験
で
し
た
が
、「
新

座
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
」
の
方
々

の
指
導
を
受
け
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。
本
番
の
7
月
21
日
に
は
学
生
34

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
構
成
は
、

◦
踊
り
手
：
22
名
（
男
踊
り
）　

◦
鳴
り
物
：
12
名
（
鉦
、
笛
、
大
太

鼓
、
鼓
、
締
太
鼓
、
三
味
線
に
各
2

名
）
で
し
た
。

「地域を学ぶ」
「地域で学ぶ」
「地域に活かす」

　連に参加した34名以外にも、給水ボラン
ティアスタッフとして活躍した学生たちがいま
した。熱中症対策に人工霧を撒いたり、各
演舞場での踊りの合間に冷たい水を配った
り。演者のみなさんや観覧していた人たちか
ら「嬉しい」「ありがとう」とたくさんの感謝
の言葉をいただきました。これからも地域に
根ざした活動を行っていきたいと思います。

私たちも給水ボラン
ティアスタッフとして
奮闘しました

　本学は地域に根ざした大学として地域に支えられ、共
に発展し、幅広い職業人養成をしてきました。2014年
にCOC事業に採択され、地元新座を中心に地域との連
携・協力が一層進み、学生達は地域に飛び出し、地域の
皆様を先生に経験知を高めています。これからも地域と
仲よく、“地域と融和をはかる存在でありたい”、この願
いが今回の大江戸新座祭り・阿波踊りにつながりました。
貴重な機会を頂戴し、様々な形でご支援頂いた皆様に
心より感謝しますとともに、学生達が踊りで地域の皆様
に元気をおすそ分けできたようで、とても嬉しいです。

十文字学園女子大学

志村 二三夫 学長

　「第4回大江戸新座祭り」への御参加ありがとうござい
ました。本市で日々学び、活躍されている学生の皆様に、
御参加いただいたことで、人々に元気を与え、地域の活
性化につなげることができました。初めての御参加にも
かかわらず、力強い踊りと鳴り物の演奏に、若いパワーを
感じ、大江戸新座祭りがさらに盛り上がりました。今後も、
様々なことに挑戦し、大いに活躍されますことを御期待
申し上げます。最後に、参加に当たり御尽力いただきまし
た十文字学園女子大学の先生方、御指導いただきました
阿波おどり振興協会の皆様に心から感謝を申し上げます。

新座市

並木 傑
まさる

 市長

oiceVoiceV

特集

　人間発達心理学科２年の北村由佳さんも参加
している「新座天馬連」。高校生・大学生たちが、
天馬連流にアレンジしたキレのある踊りを披露し
てくださいました。

　「鳴り物」チームの練習風景。大太鼓を打つ時
の手首の使い方、腕の振り方を教わる学生です。
革を打つ箇所、バチさばきの強弱によって音色が
まったく変わります。基本的には叩けば音は出ま
すが、しっかりとしたリズムを刻みながら音の強
弱をつけて叩けるようになるまでが大変。本番は、
ドンドーンと腹の底に響きわたるダイナミックな音
で、阿波踊りの躍動感や激しさをさらに盛り立て
ました。

　暑さに慣れるため
構内でも練習
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クラブ活動紹介します!!わたしたちの

ダ
ン
ス
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
部
員

全
員
が
「
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
1
～
3
年
生
合
わ
せ
て
53
人

が
、
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
楽
し
み
な

が
ら
技
術
向
上
を
目
指
し
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
ダ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
ガ
ー
ル

ズ
、
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
な
ど
様
々
で
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
分

か
れ
た
り
、
1
つ
の
ナ
ン
バ
ー
を
部
員

全
員
で
集
ま
っ
て
練
習
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
成
果
を
、
学
園

祭
「
桐
華
祭
」
や
、
新
座
市
に
あ
る
ふ

る
さ
と
新
座
館
で
開
催
さ
れ
る
「
@

h
o
m
e
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
大
勢
の
人
た
ち
を
前
に
発

表
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
す
る
上
で
私
た
ち
が
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
ダ
ン
ス
部
だ
か
ら
こ
そ

経
験
で
き
る
「
3
つ
の
楽
し
さ
」
で
す
。

・
1
つ
目
は
、
学
科
、
学
年
の
枠
を
超

え
、
交
流
し
な
が
ら
活
動
で
き
る
楽

し
さ

・
2
つ
目
は
、「
一
つ
ひ
と
つ
の
個
性
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
作
品
を
作
り

上
げ
る
楽
し
さ

・
3
つ
目
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
立
ち
、

表
現
す
る
楽
し
さ

　
そ
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
た
め
に
、
部

員
全
員
で
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が

ら
大
好
き
な
ダ
ン
ス
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
、

と
て
も
素
敵
な
仲
間
に
出
会
え
ま
し

た
。
一
人
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ

と
も
仲
間
と
な
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

様
々
な
場
面
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
部
で
過
ご
し
た
日
々
は
大
学
生
活

の
中
で
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

◦活動日
毎週月曜日・木曜日

◦活動場所
サブアリーナ

◦活動内容
桐華祭、学友会イベント、 
@home(コーチ主催のイベント）

◦部員数
53名

「
和わ

敬け
い

清せ
い

寂じ
ゃ
く

」。
茶
道
の
心
得
を

示
す
言
葉
で
、
主
人
と
客
人

が
互
い
に
敬
い
合
い
茶
室
の
雰
囲
気
を

清
浄
に
保
つ
と
い
う
意
味
で
す
。
私
た

ち
茶
道
部
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
部
員
同

士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合

い
、
互
い
に
尊
敬
し
合
う
こ
と
忘
れ
ず
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
茶
道
部
は
、
毎
年
「
桐
華
祭
」
や
平

林
寺
で
行
わ
れ
る
お
茶
会
で
来
場
者
の

方
に
お
茶
を
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
活
動
の
時
に
は
緊
張
か
ら
ミ
ス

を
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
部
員
同
士
が
フ
ォ
ロ
ー
し
合

い
、
お
客
さ
ま
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
お
客
さ
ま
と
亭
主
が
敬
い
合
い
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
同
じ
時
間
を
過
ご
す

こ
と
で
、
茶
道
部
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「
和
敬
清
寂
」
の
空
間
が
作
ら
れ
る
か
ら

で
す
。

　
お
点
前
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
時
や

先
生
に
褒
め
て
い
た
だ
い
た
時
、
外
部

の
方
に
「
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け
た
時
は
と
て
も
充
実
感
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
と
思
い

心身共に
　　鍛えていく� �茶道部

ま
す
。

　
茶
道
は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
よ
う
に
目

に
見
え
る
結
果
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作

法
を
覚
え
、
繰
り
返
し
お
点
前
の
練

習
を
す
る
中
で
、
自
分
の
成
長
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
た
め
に
茶
室

や
道
具
を
用
意
し
お
も
て
な
し
を
す
る

こ
と
、
お
抹
茶
だ
け
で
な
く
空
間
そ
の

も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
日
本
人
の

「
お
も
て
な
し
精
神
」
は
自
己
の
こ
こ
ろ

の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
く
と
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。

◦活動日　
毎週火曜日・金曜日

◦活動場所
秋桜館1F 和室

◦活動内容
桐華祭、平林寺ライトアップ茶会

◦部員数
24名

学内では運動系、文化系合わせて40のクラブ・同好会（学友会登録）が活動しています。

大学生活の1コマを彩る学生たちの活動の様子をお伝えしていきます。興味がわいたらぜひ見学に来てください!!

部長
幼児教育学科 3年

沖澤 歌緒

部長
文芸文化学科 3年
前島 望奈

モットーは
　　「ダンスを楽しむ」�� �ダンス部

vol.2
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薮
崎
ゼ
ミ
で
は
、
現
在
4
年
生
11
名
が
子

ど
も
の
声
、
子
ど
も
の
音
環
境
、
子
ど
も
の

音
楽
な
ど
を
専
門
テ
ー
マ
に
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
内
容
は
子
ど
も
の
音
感
や
声

域
、
童
謡
・
わ
ら
べ
歌
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
薮
崎
ゼ
ミ
で
の
研
究
目
標
は
『
自
分

の
た
め
に
な
る
研
究
を
す
る
』『
現
場
で
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
研
究
す
る
』『
読
ん
だ
人
が

勉
強
に
な
る
研
究
を
す
る
』
で
す
。
そ
れ
ら
の

目
標
を
も
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
研
究
方
法
も
内
容
に
合
わ
せ
、
文
献
研
究

の
ほ
か
、
幼
稚
園
や
保
育
所
で
の
実
験
・
観

察
な
ど
様
々
な
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
薮
崎
先
生
と
一
緒
に
幼
稚
園
で
演
奏

し
、
子
ど
も
た
ち
が
生
演
奏
に
出
会
っ
た
時

の
様
子
を
観
察
し
、
そ
の
結
果
を
考
察
す
る

研
究
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
学
科

は
教
育
実
習
が
多
い
学
科
な
の
で
、
実
習
に

配
慮
し
な
が
ら
の
研
究
指
導
で
す
。
頻
繁
に

個
別
指
導
を
行
い
、
数
回
に
一
度
、
全
員
で

集
ま
っ
て
中
間
発
表
を
行
う
と
い
う
ス
タ
イ

ル
を
と
っ
て
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
科

飯い
い

田だ 

路ろ

佳か 

教
授

学
生
時
代
は
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
年
代
。
親
や
兄
弟
、
友
人
は
も
ち
ろ

ん
、
普
段
の
学
び
の
中
で
教
職
員
か
ら
受
け
る
大
な
り
小
な
り
の
影
響
は
少
な
く
な
い

は
ず
。
そ
ん
な
本
学
の
教
職
員
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

�

　
今
回
、
お
話
を
伺
っ
た
の
は
健
康
栄
養
学
科
教
授
の
飯

田
路
佳
先
生
で
す
。
い
つ
も
明
る
く
パ
ワ
フ
ル
で
、
授
業

で
は
学
生
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
個
人

の
相
談
に
も
親
身
に
な
っ
て
聞
き
手
に
徹
し
て
く
れ
る
優

し
い
先
生
で
す
。

　
飯
田
先
生
は
、
両
親
が
大
学
の
教
員
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
子
ど
も
の
こ
ろ
よ
り
教
員
と
い
う
職
業
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
自
然
な
流
れ
で
大
学
教
員
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

専
門
は
健
康
増
進
学
。
高
齢
者
向
け
の
健
康
を
維
持
す
る
ダ

ン
ス
指
導
は
と
て
も
好
評
で
す
。
ま
た
、
指
導

者
講
習
会
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の

「
ダ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
0
0
」
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
幅
広
い
活
動
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
先
生
は
授
業
の
際
、「
と
に
か
く
学
生
が

持
っ
て
い
る
力
を
90
分
の
中
で
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
し
て
い
く
こ
と
」
を
意
識
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に

「
学
生
の
相
談
に
応
じ
る
際
は
、
何
が
し
た
い
の
か
、
何
を
言
い

た
い
の
か
を
親
身
に
聞
き
取
り
、
考
え
を
自
分
で
ま
と
め
さ
せ
る

よ
う
に
意
識
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
飯
田
先
生
は
、「
入
学
時
の
初
々
し
い
感
じ
か
ら
4
年
間
で
成

長
し
て
い
く
過
程
を
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
夢
を
見
つ
け
て
色
々

な
経
験
を
し
な
が
ら
、
社
会
に
巣
立
っ
て
い
く
の
を
目
の
前
で

見
ら
れ
る
こ
と
が
教
員
冥
利
に
尽
き
る
点
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
同
じ
女
性
と
し
て
憧
れ
る
素
敵
な
先
生
で
す
。

�

（
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部
　
唐
津 

奈
々
子
、
蛭
川 

美
佳
子
）

　
薮
崎
ゼ
ミ
の
指
導
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
学
生

を
信
じ
、
学
生
の
主
体
性
に
任
せ
る
』。「
安

易
に
答
え
へ
と
導
く
の
で
は
な
く
、
多
彩
な

選
択
肢
や
ヒ
ン
ト
を
学
生
に
示
し
な
が
ら
指

導
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
」
と
薮
崎
先

生
は
話
し
ま
す
。

　
ゼ
ミ
全
体
と
し
て
は
『
研
究
は
真
面
目
に

し
っ
か
り
、
そ
れ
以
外
は
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
け
じ
め
を
し
っ

か
り
つ
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
薮
崎
先
生
と
学
生
と
の
関

係
だ
け
で
な
く
学
生
同
士
の
関
係
で
も
『
親

し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
』
と
い
う
言
葉
を
忘

れ
ず
に
接
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
2
回
目
の
今
回
の
訪
問
先
は
、
幼
児
教
育
学
科
の
薮
崎
伸
一
郎
先
生
の
ゼ
ミ
で
す
。「
歌
は
下
手
で
も
楽
し
く

歌
っ
て
ほ
し
い
。
歌
う
っ
て
楽
し
い
で
し
ょ
?
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
だ
さ
る
薮
崎
先
生
に
、
研
究
テ
ー
マ
や
ゼ
ミ

の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。�

（
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部
　
加
々
見 
優
音
、
田
中 

菜
穂
）

薮や

ぶ

崎ざ

き�

伸し

ん

一い

ち

郎ろ

う

ゼ
ミ

薮崎 伸一郎専任講師
専門：幼児音楽、声楽
経歴：東京藝術大学音楽学部
声楽科テノール専攻卒業　
東京藝術大学大学院音楽研究
科修士課程独唱専攻修了

ゼ
ミ
に
直
撃
!

幼
児
教
育
学
科

教職員

紹 介

Let's
Dance!!

「
充
実
し
た
留
学
生
活
」�

（
カ
ナ
ダ
　
ノ
ー
ザ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
［
N
L
C
］）

人
間
発
達
心
理
学
科 

3
年
　
鳥と

ば羽 

葵あ
お

衣い

さ
ん

　
本
学
の
N
L
C
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
て
、
今
春
か
ら
カ
ナ
ダ
の
ノ
ー
ザ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
カ

レ
ッ
ジ
で
学
ん
で
い
ま
す
。
海
外
留
学
に
応
募
し
た
の
は
、
英
語
力
を
上
げ
た
か
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
周
囲
に
気
兼
ね
し
て
な
か
な
か
〝
自
分
〟
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
消
極
的
な
性
格
を

変
え
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
留
学
中
は
い
ろ
ん
な
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
人
間
的
に
も
大

き
く
成
長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
N
L
C
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
通
常
の
講
義
の
ほ
か
、
発
音
練
習
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
参
加
型
授
業
も
多
く
用
意
さ
れ
て
い
て
、
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
は
み
ん
な
親
切
で
、
道
で
す
れ
違
う
時
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ

る
よ
う
な
フ
ラ
ン
ク
な
人
た
ち
ば
か
り
。
放
課
後
に
は
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
や
カ
フ
ェ
な
ど

で
友
人
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
す
る
地
域
の
グ
ル
ー
プ
や
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、

地
元
の
人
た
ち
と
も
積
極
的
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

留
学
を
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
へ �

　
留
学
当
初
は
、
誰
で
も
勝
手
が
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
も
の
。
そ
う
い
う
時
は
、
相
手
が
先
生
で
も

学
生
で
も
遠
慮
な
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。
私
自
身
、「
今

聞
い
た
ら
邪
魔
し
ち
ゃ
う
か
な
」「
こ
れ
を
聞
い
た

ら
失
礼
か
な
」
と
考
え
過
ぎ
て
し
ま
う
性
格
な
の
で

す
が
、
勇
気
を
出
し
て
聞
い
て
み
た
ら
気
に
す
る
ほ

ど
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
す
。
表
現

は
拙
く
て
も
ど
ん
ど
ん
会
話
す
る
こ
と
で
英
語
は
上

達
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
留
学
前
に
し
っ
か
り

勉
強
し
て
、
使
え
る
英
語
の
語
彙
を
増
や
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

�（
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部　
大
山 

彩
花
、
竹
山 

智
美
）

留学生の

今

『
あ
え
て
学
生
の
主
体
性
に
任
せ
る
』

薮
崎
先
生
に
お
会
い
し
て

　

担
当
講
義
は
歌
唱
法
や
ピ
ア
ノ
実
技
、

幼
児
音
楽
論
。
研
究
分
野
は
保
育
者
養
成

校
学
生
へ
の
歌
唱
指
導
法
、
幼
児
音
楽
、

声
楽
と
い
う
音
楽
に
囲
ま
れ
た
先
生
で
す
。

研
究
室
の
近
く
に
行
く
と
、
先
生
の
歌
声

や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
聴
こ
え
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
J
-P
O
P
も
聴
く
し
、

カ
ラ
オ
ケ
も
好
き
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
顧
問
を
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
ク
ラ
ブ
で
は
、
学
園
祭
に
向
け
て
練
習

す
る
学
生
た
ち
へ
、
歌
唱
指
導
を
中
心
に

様
々
な
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
取
材
時
も
温
か
く
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ

さ
り
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
話
が
弾

み
ま
し
た
。
ま
ず
、
本
当
に
歌
や
音
楽
が

好
き
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。「
子
ど
も
の
前
で
歌
う
と
、
年
齢

に
よ
っ
て
、
歌
を
聴
い
た
時
の
反
応
が
全

然
違
う
ん
だ
よ
」
と
、
楽
し
げ
に
話
さ
れ

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
先
生
は
過
去

の
卒
業
研
究
を
本
棚
に
学
年
ご
と
に
ま
と

め
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
研

究
内
容
や
そ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
り
、
ゼ
ミ
の
学
生
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

◦
ゼ
ミ
生
に
聞
き
ま
し
た
◦

 

ど
ん
な
先
生
で
す
か

　
と
に
か
く
親
し
み
や
す
い
先
生
で
す
。
面
談
の
時
に
は

ニ
コ
ニ
コ
と
親
身
に
な
っ
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
イ

ベ
ン
ト
の
時
に
は
学
生
と
一
緒
に
な
っ
て
張
り
切
る
姿
が

印
象
的
で
す
。
今
は
、
和
や
か
で
優
し
く
温
か
い
笑
顔
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
卒
論
で
追
い
込
ま
れ
て
い
く
私
た
ち
に

ど
ん
な
厳
し
い
ご
指
導
が
待
っ
て
い
る
の
か
楽
し
み
で
も

あ
り
ま
す
（
笑
）。

 

ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で
す
か

　
ズ
バ
リ
和
気
あ
い
あ
い
で
す
。
薮
崎
先
生
の
お
誕
生
日

に
は
み
ん
な
で

ケ
ー
キ
と
輪
飾
り

を
用
意
し
て
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
し

た
。
個
性
的
な
メ

ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
が
、
薮

崎
ゼ
ミ
と
い
う
こ

と
で
音
楽
好
き
な

と
こ
ろ
は
み
ん
な

共
通
。
空
き
時
間

に
好
き
な
歌
手
の

話
や
、
吹
奏
楽
の

コ
ン
ク
ー
ル
曲
を

鑑
賞
し
て
過
ご
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
学
部
、
大
学
院
、
留
学
生
別
科
で
数
多
く
の
留
学

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
他
方
、
カ
ナ
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
、
中
国

の
大
学
に
留
学
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
カ
ナ
ダ

に
留
学
中
の
鳥
羽
葵
衣
さ
ん
か
ら
の
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

ファースト・ネーション（カナダの先住民）について仲
間と一緒に学ぶ鳥羽さん（前列右から2人目）

Vol.2
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大学に
プラス!

新しいキャンパスバッグと
ミラーをプロデュースしました
 （オープンキャンパス 学生スタッフ）
　何度も会議を重ねて作った、オープンキャンパス学
生スタッフプロデュースによる
愛情たっぷりの『キャンパス
バッグ』と『ローズミラー』が、
出来上がりました!
　女子大らしいかわいいデザイ
ンで、オープンキャンパスをは
じめ、様々な場面で活用してい
きます。

駐日米国大使公邸レセプションに
本学学生が招待されました
 （カレッジスポーツセンター  石山 隆之教授）
　ウィリアム・ハガティ駐日米国大使公邸レセプションに、志村
二三夫学長をはじめ、本学サッカー部部員、FC十文字VENTUS
の選手が招待されました。

十文字元気プロジェクト
みんなで輝こう☆織姫祭2018
 （文芸文化学科）
　毎年恒例となった織姫祭。文芸文化学科の2年生が中心になって企画し
ています。今年のテーマは「みんなで輝こう☆織姫祭」。当日はあいにく
のお天気でしたが、7号館1階に展示された「七夕にちなんだ川柳展覧会」

「フォトコーナー」には、多くの人が訪れました。また、カフェテリアでは
留学生のパフォーマンスと今回の目玉企画の「お菓子流し」が行われまし
た。「流しそうめん」ならぬ「お菓子流し」には附属幼稚園の園児も参加し、

“みんなの笑顔が輝いた”一日になりました。

「十文字女子大通り」の副愛称が誕生
 （学友会）
　本学正門前の恵山通りに、「十文字女子大通り」の副愛称がつき
ました。地域に根ざす大学として、親しみやすくより一層地域に愛
されるよう学友会の学生と教職員を中心に毎月の清掃活動に取り
組んでいます。

4/1

十文字女子大
通り

7/15

NEW
オープンキャンパス

グッズ

7/6

織姫祭

研究活動やスポーツ、ボランティア、各種イベントなど、キャン
パスの内外で多彩な活動を展開する十文字学園女子大学の学
生・教員たち。このコーナーでは、そうした日々の活動や出来
事をご紹介します。

十文字

TOPICS

5/24

サッカー
国際交流 

一日警察署長を務めました
 （幼児教育学科3年 安部 花梨さん）
　2018年春の交通安全運動の出発式で、一日警察署長の役目を
務めた安部さんは「新座市内の大学で学ぶ者として、交通事故が一
件でも少なくなることを願います」と挨拶した後、新座駅周辺で啓
発活動を行いました。

4/5

一日警察署長

初代「新座牡丹クイーン」に
 （児童教育学科2年 和栗 あかりさん）
　新座市総合運動公園内新座牡丹園で開かれた「新
座牡丹クイーンコンテスト」において「牡丹の花が似
合う人」という選考基準のもと、和栗さんが初代ク
イーンに輝きました。和栗さんは「今後は積極的に市
の活動に参加し、市の良さを伝えていけるよう努力し
ます」と抱負を語っています。

5/13

新座牡丹
クイーン

子どもたちが新聞スクラップに
チャレンジ
 （メディアコミュニケーション学科 石野 榮一教授）
　公開講座の夏休み特別企画として、小学校高学年の
子どもたちを対象にした「新聞を知ろう！新聞と友達に
なろう！」が開催されました。3回目の開講となる今回
の講師は、さいたま市立海老沼小学校の菊池健一教
諭が担当。子どもたちは興味を持った新聞記事を切り
抜き、選んだ理由や感想などを書き込む新聞スクラッ
プ作成に取り組みました。また、大学近くの新聞販売
店の協力を得て、腹話術による「販売店の仕事」の紹
介も行われました。

十文字元気プロジェクト
プラスちゃんといっしょ
ープラスと学ぶ理科実験教室ー
 （プラスちゃんくらぶ）
　プラスちゃんくらぶが企画した「プラスと学ぶ理科実
験教室」を、新座市教育委員会生涯学習スポーツ課
にご協力いただき、市内3つの小学校の「ココフレンド

（新座市子どもの放課後居場所づくり事業）」で実施し
ました。子どもたちは、水性ペンの色を分けるペーパー
クロマトグラフィーの実験に夢中で取り組みました。

8/23

理科実験
教室

8/7

公開講座
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地域に
プラス!

　
幼
児
教
育
学
科
の
卒
業
生
の
約
90
～
95
％

は
、保
育
・教
育
現
場
で
保
育
者
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
保
育
経
験
者
の

卒
業
生
の
う
ち
現
在
家
庭
で
子
育
て
中
の
卒

業
生
が
、幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
て
行
う
ピ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
型
（
＝
同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
）の
子
育
て
支
援
事
業
が
「
+
（
プ

ラ
ス
）マ
マ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
」で
す
。

　
平
成
26
年
度
の
C
O
C
事
業
採
択
と
同
時

に
、計
画
立
案
、環
境
設
定
等
を
開
始
し
、初

年
度
は
3
回
、以
降
毎
年
開
催
す
る
こ
と
で

市
内
の
子
育
て
家
庭
へ
の
認
知
度
も
上
が
り

ま
し
た
。昨
年
度
は
12
回
開
催
し
、参
加
者
も

の
べ
7
8
3
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
学
内
に
あ
る
施
設

で
す
。プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、雑
木

林
な
ど
で
多
様
な
遊
び
が
体
験
で
き
、恵
ま

れ
た
自
然
の
中
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、子

ど
も
た
ち
、親
た
ち
、卒
業
生
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
「
プ
ラ
ス
マ
マ
」た
ち
が
自
由
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
「
プ
ラ
ス
マ
マ
」の
『
+
』に
は
、十
文
字
の

『
十
』と
子
育
て
に
『
+
α
』を
と
い
う
意
味
を

込
め
ま
し
た
。保
育
経
験
者
の
「
プ
ラ
ス
マ

マ
」た
ち
は
、ご
自
身
の
子
ど
も
と
一
緒
に
参

加
し
、ス
タ
ッ
フ
を
務
め
ま
す
。そ
こ
で
、サ
ロ

「プラスママの子育てサロン」

COC事業国際貢献

園
田
学
園
女
子
大
学
・
園
田
学
園
女
子
大
学
短
期

大
学
部
と
大
学
間
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
2
0
1
8
年
8
月
1

日
、本
学
は
、園
田
学
園

女
子
大
学
・
園
田
学
園

女
子
大
学
短
期
大
学
部

（
兵
庫
県
尼
崎
市
、川
島

明
子
学
長
）と
大
学
間

連
携
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
本
学
と
園
田
学
園
女

子
大
学
は
、地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業

（
C
O
C
事
業
）に
採
択

さ
れ
た
女
子
大
学
と
し

て
、2
0
1
4
年
度
以

降
、情
報
交
換
を
行
い

な
が
ら
連
携
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
大
学
間
連
携

協
定
締
結
は
、相
互
の
教
育
研
究
及
び
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
、教
育

研
究
の
発
展
、教
育
内
容
の
充
実
、人
材
の
育
成
及
び
地
域
社
会
へ
の

貢
献
等
に
関
す
る
大
学
間
の
連
携
を
さ
ら
に
推
進
し
、今
後
も
両
大

学
の
教
育
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
の
取

り
組
み
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
協
定
に
基
づ
き
、以
下
の
分
野
で
協
力
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

（
1
） 

教
育
研
究
の
連
携
に
関
す
る
こ
と

（
2
） 

学
生
間
の
研
修
・
交
流
に
関
す
る
こ
と

（
3
） 

教
職
員
の
研
修
（
F
D
・
S
D
等
）の
交
流
に
関
す
る
こ
と

（
4
） 

単
位
互
換
及
び
遠
隔
講
義
等
に
関
す
る
こ
と

（
5
） 

大
学
間
の
交
流
、学
術
交
流
及
び
共
同
の
教
育
研
究
活
動
の

推
進
に
関
す
る
こ
と

（
6
） 

地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

（
7
） 

そ
の
他
大
学
間
の
交
流
等
の
連
携
に
関
す
る
こ
と

大 学 間 連 携

ン
に
参
加
し
た
親
子
と
子
育
て
の
大
変
さ
を

共
有
し
た
り
、子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

の
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、一
緒
に
遊
び

な
が
ら
子
育
て
の
面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
っ

た
り
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。今
後
も
学

生
の
子
育
て
支
援
演
習
の
機
会
の
提
供
と
し

て
、ま
た
、大
学
が
教
育
・研
究
力
と
人
的
・環

境
的
資
源
を
活
用
し
て
行
う
地
域
貢
献
事
業

と
し
て
、十
文
字
学
園
な
ら
で
は
の
子
育
て
サ

ロ
ン
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
研
究
代
表 

幼
児
教
育
学
科 

上
垣
内 

伸
子

教
授
）

　

本
学
は
、2
0
1
4
年
3
月
に
ハ
ノ
イ
医

科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
以

来
、ベ
ト
ナ
ム
で
初
の
管
理
栄
養
士
養
成
の

た
め
の
栄
養
学
専
門
コ
ー
ス
開
設
を
支
援

し
、日
本
か
ら
多
く
の
教
員
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
を
進
め
る
な

ど
、学
部
全
体
を
「
輸
出
」す
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
成
果
が
認

め
ら
れ
、こ
の
ほ
ど
同
医
科
大
よ
り
「
十
文

字
学
園 

ア
ジ
ア
の
栄
養
・
食
文
化
研
究
部

門
」の
研
究
室
分
室
が
与
え
ら
れ
、研
究
拠
点

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
十
文
字
学
園 

ア
ジ
ア
の
栄
養
・
食
文
化
研

究
部
門
」の
研
究
室
は
新
座
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
あ
る
た
め
、研
究
の
拠
点
が
2
カ
所
に

な
り
ま
す
。

　
今
後
は
食
物
栄
養
学
科
の
山
本
茂
教
授
が

室
長
を
つ
と
め
、ハ
ノ
イ
医
科
大
学
の
グ
ェ

ン
・
ト
ゥ
イ
・
リ
ン
博
士
と
本
学
大
学
院
生

の
フ
ォ
ン
・
タ
オ
さ
ん
（
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

留
学
生
。2
0
1
7
年
秋
よ
り
本
学
大
学
院

で
咀そ

嚼し
ゃ
く・

嚥え
ん

下げ

困
難
者
の
た
め
の
「
と
ろ
み

剤
」に
つ
い
て
研
究
※
）を
中
心
に
、運
営
し

て
い
き
ま
す
。十
文
字
学
園
女
子
大
学
と
ハ

ノ
イ
医
科
大
学
が
共
同
し
て
優
秀
な
学
生
を

育
て
、大
学
院
へ
の
進
学
、共
同
研
究
な
ど
を

通
じ
て
、将
来
の
ベ
ト
ナ
ム
の
栄
養
界
を
背

ハノイ医科大学に十文字学園女子大学の
研究拠点が認められました

負
う
人
材
養
成
の
場
所
と
し
て
い
く
構
想
で

す
。

C
O
C
事
業
※
の
研
究
課
題
で
あ
る
「
+
（
プ
ラ
ス
）
マ
マ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
」（
正
式
名
称
：
乳
幼

児
を
子
育
て
中
の
保
育
者
が
行
う
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
子
育
て
支
援
事
業
『
+
（
プ
ラ
ス
）

マ
マ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
』
開
催
と
有
効
性
の
検
討
）
に
継
続
的
に
取
り
組
む
幼
児
教
育
学
科 

上
垣

内
伸
子
教
授
に
、
5
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
医
科
大
学
に
「
十
文
字
学
園 

ア
ジ
ア
の
栄
養
・
食
文
化
研
究
部
門
」の

研
究
室
分
室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

料
理
研
究
家
の
土
井
善
晴
氏
が
特
別
招
聘
教
授
に

後
期
「
和
食
文
化
概
論
」を
講
義

　
「
お
い
し
い
も
の
研
究
所
」代
表
で
料
理
研
究
家
の
土
井
善
晴
氏

が
、6
月
1
日
付
で
本
学
の
特
別
招
聘
教
授
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
土
井
先
生
は
、後
期
よ
り
総
合
科
目
「
和
食
文
化
概
論
」の
授
業
を

ス
タ
ー
ト
。す
べ
て
の
学
生
が
受
講
可
能
な
総
合
科
目
と
し
て
、日
本

の
食
文
化
や
和
食
に
つ
い
て
原
点
か
ら
考
え
る
講
義
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
「
和
食
の
特
徴
」「
和
食
の
美
意
識
」「
ハ
レ
と
ケ
の
思
想
」「
調
理
特

性
」な
ど
の
基
本
的
な
和
食
の
思
想
か
ら
、さ
ら
に
は
「
生
き
る
た
め

の
食
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」そ
し
て
「
和
食
と
は
何
か
を
未
来
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」が
講
義
の
目
標
で
す
。

　
10
月
13
日
（
土
）に
は
公
開
講
座
「
料
理
の
美
学
～
お
い
し
い
も

の
は
美
し
い
～
」を
開
催
し
ま
す
。

︻
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

1
9
5
7
年
、料
理
研
究
家
・

土
井
勝
氏
の
次
男
と
し
て
大

阪
府
に
生
ま
れ
る
。大
学
卒

業
後
に
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

で
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
、大
阪

の
「
味
吉
兆
」で
日
本
料
理

を
修
業
。N
H
K「
き
ょ
う
の
料
理
」、テ
レ
ビ
朝
日
「
お
か
ず
の
ク
ッ

キ
ン
グ
」、T
B
S「
プ
レ
バ
ト
」、B
S
朝
日
「
土
井
善
晴
美
食
探
訪
」

等
テ
レ
ビ
番
組
出
演
多
数
。「
一
汁
一
菜
で
よ
い
と
い
う
提
案
」（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
社
）な
ど
著
作
活
動
で
も
活
躍
。 

公 開 講 座
公開講座のお知らせ

講座内容

10月13日（土）13:30～15:30 

【料理の美学】おいしいものは美しい
講師：土井 善晴氏
コーディネーター：名倉秀子食物栄養学
科教授
定員：300名

11月3日（土・祝）13:30～15:30 

三浦しをん氏講演会
〈鼎談〉
三浦 しをん×鳥越 文蔵×渡辺 保

「先生!、、、わたしを伝統芸能好きにし
てください」
講師：三浦 しをん氏（作家）、鳥越 
文蔵氏（日本近世演劇研究者、早稲田
大学名誉教授）、渡辺 保氏（本学客員
教授、演劇評論家）　
コーディネーター：赤間恵都子文芸文
化学科教授、松永修一文芸文化学科教
授
定員：300名

※「とろみ剤」の研究
肺炎による死亡数の増加は、高齢者の数が増えたことと深く関係しているといわれています。高齢者の肺炎の多くは嚥下障害にともなう窒息や、
食物、唾液などの誤嚥などによって発症する誤嚥性肺炎が主であり、日本ではその改善にむけて「とろみ剤」の研究がすすめられ、現在その
技術においては世界でも高レベルです。そのため「咀嚼嚥下」「栄養改善」の面からも、ベトナムなど東南アジアからも注目されています。

2018年2月14日に 実 施 さ れ た
「ハノイ医科大学における研究所
分室設置承認書伝達式」の模様。
ハノイ医科大学グェン・ダック・
ヒン学長からの承認書が、同大
教員のグェン・トゥイ・リン博士

（右）より志村二三夫学長へ伝
達されました本学名の入ったプレートが、

ハノイ医科大学の玄関と研
究室に設置されています おそろいのエプロンで読み聞か

せをおこなう「プラスママ」たち プレイルームでの一場面。親子一緒に
のびのびと遊んでいます。

※COC事業（地（知）の拠点整備事業）
平成26年度文部科学省により採択。 大学が地域コミュニティの中心となり、教職員と
学生がともに「地域のための大学」として地域の課題解決に努めていくという事業です。
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後
藤
さ
ん
が
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
を
飼
い

始
め
た
の
は
、
長
女
の
あ
ず
さ
さ
ん
の
高

校
受
験
が
き
っ
か
け
。
受
験
勉
強
に
追
わ

れ
る
あ
ず
さ
さ
ん
、
そ
し
て
彼
女
を
案
じ

る
家
族
の
心
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
、
知
人
の
薦
め
も
あ
っ

て
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
生
後
2

週
間
の
ヒ
ナ
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。

「
黄
に
緑
が
混
ざ
っ
た
羽
毛
の
色
が
、
ゆ

ら
ゆ
ら
と
風
に
そ
よ
ぐ
菜
の
花
畑
の
よ
う

だ
っ
た
の
で
、
つ
け
た
名
前
が
『
ユ
ラ

ち
ゃ
ん
』。
た
ち
ま
ち
家
の
人
気
者
に
な

り
、
娘
も
無
事
志
望
校
に
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
後
藤
さ
ん
。

　
甘
え
ん
坊
の
ユ
ラ
ち
ゃ
ん
は
後
藤
さ
ん

た
ち
に
す
ぐ
な
つ
き
、
成
長
す
る
に
つ
れ

て
、
い
ろ
い
ろ
言
葉
も
覚
え
ま
し
た
。
夕

方
、
誰
か
が
帰
宅
す
れ
ば
、
ケ
ー
ジ
か
ら

学
生
が
企
業
な
ど
で
就
業
体
験
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
目
指
す
企
業
や
職
種
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
よ
り
よ
い
就
職
活
動
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
た
め
に
、
本
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
に
参
加
し
た
3
人
の
学
生
に
そ
の
内
容
や
感
想
、
意
義
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。�

（
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部　
青
井 

沙
蘭
、
天
羽 

菜
月
、
金
子 

葵
）

倉重 朱里さん
メディアコミュニケーション学科3年
埼玉県立久喜高校卒業
●インターンシップ先

(株)スターランドコミュニケーション

　 実 習 先 は、テレビCMや
Web広告などの企画・制作
会社です。将来は映像関係の
仕事に携わりたいと考えてい
るので、プロモーションの企
画から撮影までを体験できる
点に魅力を感じて決めました。

　CM制作の見学や手伝い
を通じて、企画書・絵コンテ
の作成、打ち合わせ、ロケ
ハンなど、撮影前の準備作
業の大切さを実感しました。
また、作業に真剣に取り組
むスタッフの方々の姿がとて
も魅力的で、映像制作の仕
事に就きたい気持ちが一層
強まりました。

　1つの映像作品には企画・
制作・編集・営業など多く
のスタッフが関わっているこ
とが分かりました。今後はそ
れぞれの仕事内容について、
業界研究などでさらに掘り下
げて学び、自分に向いている
分野を絞り込んでいきたいと
思っています。

Q.インターンシップに参加した理由は何ですか。

Q.この経験を今後にどう生かしたいと考えていますか。

　現在、SE（システムエンジ
ニア）を目指してプログラミン
グなどを勉強中です。知識や
技術を学ぶだけでなく、実際
のシステムづくりを間近で見た
いと思い、ソフトウェア会社2
社にお世話になりました。

Q.インターン先での実習内容を教えてください。

　アンドロイドのカメラアプ
リや、Webページの作成に
携わりました。特に後者は5
日間の実習期間内に全作業
を終わらせ、プレゼンも行う
という厳しい課題内容。大
変でしたが、SEの仕事の進
め方を体感でき、大きな達
成感も得られました。

　SEは1人で黙々と仕事をす
るものと思っていましたが、
他のインターン生と協力して
作業する中でチームワークや
コミュニケーション能力の大
切さを実感しました。今後は
専門分野の勉強に加え、こ
れらの能力向上にも努めて
いきたいです。

　実習先の会社を知ったの
は、「インターンシップガイダン
ス」での先輩の話がきっかけ。
学童保育を実地体験し、子ど
もたちをサポートするためのノ
ウハウを肌で学ぶいいチャン
スだと思い、参加しました。

　野外キャンプに3日間同
行し、スイカ割りなどのゲー
ムや食事の準備、後片付け、
子どもたちの世話などを行
いました。事前に実習先の
保育理念などをチェックして
いたおかげで、子どもたちへ
の対応にも戸惑うことなく、
楽しい時間を過ごすことが
できました。

　現場で苦労したのが子ど
もたちの話を「傾聴」するこ
と。特に低学年児との意思
疎通には根気が必要だと身
に染みました。その
ような課題を克服し、
将来は、学校や家に
居場所がない子ども
をサポートする仕事に
携わりたいと考えてい
ます。

酒井 真奈さん
人間発達心理学科3年
東京都立高島高校卒業
●インターンシップ先

(株)キッズベースキャンプ

原田 瑞希さん
生活情報学科3年
埼玉県立大宮光陵高校卒業 
●インターンシップ先

日本電算(株)／(株)エスワイシステム

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
て

就職活動
最 前 線

後
ご

藤
と う

 典
の り

子
こ

さん
Profile  
1982（昭和57）年、十文字学園女子短期大学初等教育学科卒業。同年、野村證券入社。結婚・出産を機に
一時家庭に入るも、その後パート職で同社に復帰。2010（平成22）年には父親の認知症発症を機にヘルパー
2級を取得、介護の仕事を始める。2013年、介護福祉士国家資格を取得。現在は相模原市内の介護サービス
施設で、ホームヘルパー部門の責任者の1人として11名のスタッフを束ねながら多忙な日々を送っている。

若桐会Le t te r

「
ペ
ッ
ト
へ
の
思
い
を
一
冊
に
」

　
　
～
絵
本
『
お
る
す
ば
ん
』
を
自
費
出
版
～

飛
び
出
し
て
玄
関
ま
で
お
出
迎
え
。
家
族

で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
る
と
、
仲
間
に

入
れ
て
と
ば
か
り
に
肩
や
頭
の
上
に
乗
っ

て
き
た
り
も
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

大
人
に
な
る
と
だ
ん
だ
ん
太
り
は
じ
め
、

や
が
て
心
臓
が
弱
っ
て
飛
ぶ
こ
と
も
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。「
家
族
の
留
守
中
、

お
や
つ
に
あ
げ
た
粟
の
実
を
食
べ
過
ぎ
た

た
め
、
手
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
結
局
、

病
院
で
長
女
と
医
師
に
看
取
ら
れ
て
亡
く

な
り
ま
し
た
。
9
年
の
生
涯
で
し
た
」。

　
後
藤
さ
ん
が
、
ユ
ラ
ち
ゃ
ん
を
主
人
公

に
し
た
絵
本
作
り
を
思
い
立
っ
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
1
年
ほ
ど
過
ぎ
た
こ
ろ
。「
自

分
自
身
の
心
の
整
理
を
つ
け
る
意
味
も

あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
飼
い
始
め
た
こ
と

で
悲
し
い
目
に
遭
わ
せ
て
し
ま
っ
た
家
族

や
、
ユ
ラ
ち
ゃ
ん
へ
の
お
詫
び
の
気
持
ち

を
何
か
の
形
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
」。

　
後
藤
さ
ん
は
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
文

章
を
書
き
上
げ
、
出
版
社
主
催
の
絵
本
大

賞
の
ス
ト
ー
リ
ー
部
門
に
応
募
。
惜
し
く

も
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
担
当
編
集
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
参
考
に
さ
ら
に
推

敲
を
重
ね
、
つ
い
に
昨
年
1
月
、
自
費
出

版
の
形
で
世
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

絵
本
の
タ
イ
ト
ル
は
『
お
る
す
ば
ん
』。
本

文
の
絵
は
、
美
大
で
油
絵
を
専
攻
し
た
あ

ず
さ
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。

　「
毎
日
家
で
寂
し
く
お
留
守
番
を
し
て

い
た
ユ
ラ
ち
ゃ
ん
が
、
実
は
内
緒
で
お
外

に
出
か
け
て
い
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
。
せ
め
て
絵
本
の
中
で
だ
け
で
も
楽
し

く
自
由
に
遊
ば
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
」
と

し
み
じ
み
話
す
後
藤
さ
ん
。
同
じ
よ
う
に

共
働
き
で
ペ
ッ
ト
を
留
守
番
さ
せ
て
い
る

人
に
は
、
非
常
に
共
感
で
き
る
一
冊
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
絵
本
大
賞
の
出
版
社
か
ら

は
、
時
々
、
作
品
募
集
の
案
内
が
届
き
ま

す
が
、「
ユ
ラ
ち
ゃ
ん
の
本
が
出
せ
た
の

で
、
個
人
的
に
は
も
う
大
満
足
。
た
だ
、

今
の
仕
事
が
一
段
落
し
た
ら
、
今
度
は
野

鳥
を
題
材
に
し
て
ま
た
絵
本
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
も
い
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

典子さんと、絵を担当した長女のあずささん

　
神
奈
川
県
相
模
原
市
在
住
の
本
学

卒
業
生
・
後
藤
典
子
さ
ん
は
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
趣
味
と
い
う
大

の
小
鳥
好
き
。
長
年
か
わ
い
が
っ
て

い
た
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の「
ユ
ラ
ち
ゃ

ん
」を
3
年
前
に
亡
く
し
、
失
意
に
沈

ん
で
い
た
後
藤
さ
ん
が
思
い
立
っ
た

の
は
、
人
生
初
の
絵
本
作
り
で
し
た
。

セキセイインコのユラちゃん

セキセイインコのユラちゃんを主人公にした絵本『おるすば
ん』（ブイツーソリューション　600円+税）は、Amazon
のネット通販で入手可能。


